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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 
新規炎症抑制性脂質 5,6-DiHETE の抽出方法の開発と疾患治療への

応用 

研 究 責 任 者 ： 村田 幸久（東京大学） 

 

２．研究開発の目的 

本研究は、魚油成分 EPA の代謝物である 5,6-DiHETE の優れた抗炎症・抗アレルギー作用を活用

し、ペットを対象とした新たな機能性食品・サプリメントを創出することを目的とした。5,6-DiHETE は魚

の内臓に多量に含まれているが、現状は未利用資源として廃棄されている。本研究では、バイオマス

技術を用いて魚内臓から 5,6-DiHETE を効率的に産生・濃縮する手法を確立し、犬のアレルギー疾患

モデルにおいてその有効性の検証を試みた。これにより食品廃棄物の高付加価値化を実現し、ペット

のアレルギー性疾患の予防と健康維持に貢献する新規素材の開発を目指した。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究では、魚油成分 EPA の代謝物 5,6-DiHETE の応用に向けた研究開発を行った。まず、5,6-

DiHETE の産生に関与する代謝酵素と腸内細菌を特定した。次に、魚の内臓から 5,6-DiHETE を産生・

濃縮する技術を開発し、未利用資源の高付加価値化を実現した。さらに、実験動物を用いて 5,6-

DiHETE が免疫細胞に作用し、アレルギー症状を抑制するメカニズムを明らかにした。最後に、犬のア

レルギー反応に対する 5,6-DiHETE の有効性を証明し、サプリメントなどへの応用可能性を示すことに

成功した。 

 

3-2. 今後の展開  

今後は、確立した 5,6-DiHETE の産生・濃縮技術を応用し、サプリメントや機能性食品としての製品

化を目指す。また、犬をはじめとする動物のアレルギー疾患への応用例を蓄積し、実用化を推進する。

これにより、魚内臓資源の持続可能な利用モデルとして、食品廃棄物削減と健康増進の両立を図る社

会実装を進める。 

 


